
分解度試験報告書

　　　　　　　　　　〔試料慮K－668）

　　分子式　 02H202　　分子量　5aロ
　　構　造　式

　　　　　　　　　　0　　　　0
　　　　　　　　　　11　　　卜I

　　　　　　　　　H　C　一　『C－H

　　性　　　状

　　　外　　観　　　無色液状　　　沸　　点酔　　5可℃

　　　　　　　ヨ　　　融　点　　て5℃　　　比　ガ　d2・1，14

　　　有効成分濃度　405（　　　試薬40％水溶液を使用）

　　　骨　共立出版：化学大辞典による

　　　溶解性

　　　　　　　対水　　　　　易溶

　　　　　　　対有機溶媒　　易溶

鵜ll三離・・る一・一

51　試験条件

1、　試　料　名　　　グリオキサール

2．試験・期間　　昭和57年4月14日～昭和』57年6月25日

置　試験方法及び条件

（a）　生分解試験条件

　①微生物源：標準活性汚泥50ppm
　（2）　供試物質濃度：：可日日ppm

　（8）試験期間：桝日間

（b）試験装置

　　閉鎖系酸素消費量測定装置　標準型

（c）　試料の採取

　　供試物質（有効成分濃度40％）を750叩秤取し、イオン

　　交換水を加え100雌に定容して50OOppmとした。その

　　て0記　を各培養ピンに添加し、一水又は基礎液を各々2ヲ0祀

　　加え100ppmとした。

（d）　B　OD測定装置へのセット状況

状　　　　　　　況 PH

仕　込　時
』

水　系：5．5

�D系：Zロ

終　了　時 汚泥の増殖が見られた。
水　系：4．8　　：汚泥系：zロ

52　直接定量分析

＠　使用分析機器及び条件

　全有機炭素分析計

　　型　　　 式　　　 島津丁00一可［IB

　　T　O　炉
　　　　温　度　　　　？20て：



　　　流量　180冠／凶
（b）分析試料の前処理

試　験　液

　　　・5弼分取
　　　・遠心分離

4．試験結果

分解慶（暢 付　　図 付　　表

酸素消費量による結果 65 1

TOO計による結果 98 2 1

7日目のアニリンの分解度　55％
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　C2H202＋．1・5・2→2CO2＋H20
　　1，502／C2H202＝　48．0／　58・O＝O・83

・7．一日目のアニリンの分解度　　55男
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